
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市は市域面積の約４分の３が森林で、世界に誇る「木の文化都市」です。 

千年を超える長い歴史の中で、建築物や伝統行事、京の食文化など暮らしの隅々まで森

林の恵みを生かし、感謝しながら、独自の木の文化を育んできました。 

しかし今、京都の森林は大きな変化に直面しています。 

林業に従事する方が減少し、手入れが行き届かない森林が増加しており、倒木や土砂崩

れなどの災害の増加や、自然環境の急激な変化で、病害虫やシカの食害が増加し、祭事や

文化財の維持に必要な森林資源の減少が進んでおり、「京都らしさ」を支える森林をどの

ように守っていくかが大きな課題です。 

京都みどりプロジェクトでは、これまで企業等の皆様の御支援により「ナラ枯れ」対策

に取り組んできました。 

カーボンニュートラルや SDGs の実現に向けた具体的な行動が求められる今日。より

多くの方の御賛同をいただきながら、社会全体で豊かな森林を支えていく取組として広げ

ていきたいと考えています。 

御支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

趣旨 

“京都らしさ”を支える森林を育み、未来へとつなぐ取組に、 

皆様の御支援をお願いいたします。 
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文化や景観を守る 

森林は、山紫水明の都市

景観、文化財や伝統文化、

酒造りや京野菜、京都の文

化の継承を支えています。 

CO2 

地球環境を守る 

「京都議定書」誕生のまち

京都。森林は、温室効果ガ

スの吸収源として重要な

役割を果たしています。 

暮らしを守る 

森林は、雨水を貯めて洪

水や土砂災害を防ぐなど、

京都の人々や観光客の安

全安心を守っています。 

間伐など森林の手入れ（保全活動）・森林資源の循環利用の促進 

“京都らしさ”を守る・支える 

脱炭素社会や SDGsの実現に向けた様々な効果 

 



 

 

 個人・企業・団体の皆様からいただいた御寄付は、御意志に基づき、京都の森林の育成に

つながる様々な取組に活用します。また、寄付者のお名前、企業名等については、本市ホー

ムページ等に掲載します（掲載を希望されない場合を除く）。 

⑴ 本市が実施する森林保全活動 

（取組例） 

・ 災害や病虫害等によって深刻な被害を受けた森林景観の回復 

・ 市民参加による植林活動や森林環境学習活動 

・ チマキザサなど京都の文化を支える森林資源の保護、育成 

・ 貴重な植物の生育環境の保全 など 

⑵ 景観の保全や森林の健全な育成、森林資源の活用を通じた社会貢献につなが

るものとして、本市が認定した民間の取組への支援（森林の応援団づくり事業） 

（取組例） 

・ 森林を使った自然体験学習や「木育」を通じた、青少年の健全育成 

・ 木質成分を活用した代替プラスチックや染料などの環境に優しい新素材の開発 

・ 木工を通じた高齢者や障害者等の社会参加の機会創出など、森林×福祉連携の取組 

・ 竹の新たな活用による放置竹林対策の取組 など 

※ その他、上記事業の実施に必要な事務費の一部として活用させていただきます。 

※ 年度によって、活用する事業内容が異なる場合があります。 

※ 御寄付は基金に積み立て、翌年度以降の事業に活用させていただく場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御寄付の使い道 



 

 

個人・企業・団体の皆様の御意向に応じて、様々な寄付の形を選択いただけます。 

⑴ 個人・法人寄付 

受付期間：通年 

手 続 き：寄付申出書を京都市に提出 

 ※ 寄付目的は「京都みどりプロジェクト」と記載してください。 

⑵ ガバメントクラウドファンディング（ふるさと納税型クラウドファンディング） 

受付期間：令和４年９月１６日～１０月３１日 

手 続 き：クラウドファンディングサイト「READYFOR」からお申し込み 

 ※ 詳細は、「森林の応援団づくり事業」ふるさと納税型クラウドファンディングの募

集開始に係るお知らせを御参照ください。 

⑶ 企業版ふるさと納税 

受付期間：通年 

手 続 き：寄付申出書（企業版ふるさと納税用）を京都市に提出 

※ 支援したいプロジェクトは「木の文化の継承や京野菜などの農林畜産物の生産・販

売を応援」を指定し、具体事業を（京都みどりプロジェクト）と記載してください。 

＜企業版ふるさと納税の留意事項＞ 

・1回あたり 10万円以上の寄付が対象となります。 

・寄付を行うことの代償として経済的な利益を受け取ることは禁止されています。 

・本社が京都市にある企業は本制度の対象とならないため、⑴の個人・法人寄付として

お受けします。 

 

 

＜個人の場合（ふるさと納税を含む）＞ 

 控除上限額内で寄付を行うと、合計の寄付額から 2,000 円を引いた額の税の控除（還

付）を受けることができます。 

＜法人の場合＞ 

 寄付の全額が損金算入され、寄付額の約 3割（法人実効税率）相当額の軽減効果があり

ます。さらに、企業版ふるさと納税の場合、損金算入による軽減効果と合わせ、最大で寄

付額の約 9割が軽減され、実質的な企業の負担が約 1割にまで圧縮されます。 

※ 損金算入による税の軽減効果は、企業規模や所得状況等により異なります。 

 

 

京都市産業観光局 農林振興室 林業振興課 京都みどりプロジェクト担当 

住 所：〒604－8571（郵送の場合は住所不要） 

電 話：075-222-3346 ファクス：075-221-1253 

メ ー ル：ringyosinko@city.kyoto.lg.jp 

税控除について 

受付・問い合わせ先 

御寄付の受付 

京都市印刷物 第 044445号 令和４年９月発行 産業観光局農林振興室林業振興課 

 



 

 

京都の豊かな森林づくりに貢献する 

新たなチャレンジへの御寄付をお願いします！ 

ー「森林の応援団づくり事業」ふるさと納税型クラウドファンディングの募集開始についてー 

 

京都市では、木や森林の良さを生かした新たな商品やサービスの開発・販売、社会課題の解決につな

がる民間事業者の取組の資金調達を支援するため、ふるさと納税型クラウドファンディングを実施します。 

京都の豊かな森林づくりに貢献する、事業者の熱意あふれる新たなチャレンジに賛同いただき、応援して

いただける皆様からの御寄付をお待ちしています！ 

 

１ 支援の流れ 

以下の表に記載の、本市が認定した７つのプロジェクトから支援を希望するプロジェクトをお選びいただ

き、表中の URL（株式会社 READYFOR が運営するクラウドファンディングサイト「READYFOR」）から寄

付をお申込みいただきます。 

 

クラウドファンディングの実施期間：令和４年９月１６日(金)～令和４年１０月３１日（月） 

 

※ プロジェクト毎に設定する最低実施金額に満たなかった場合は、プロジェクトが実施されないことがあり

ます。 

※ 目標額を上回る寄付については、本市へのふるさと納税として、本市が実施する森林保全活動に活用

させていただきます。 

 

【事業者の五十音順】 

プロジェクトの概要と目標金額（手数料分を除く。） 

◎竹を使った箸づくりで、京都を代表する観光地「嵯峨野」の竹林景観を保全したい！ 

目標金額 １００万円（最低実施金額 ８０万円） 

放置竹林の竹を使った高付加価値な箸を製造・販売し、竹林景観の保全を目指します。 

［実施者］株式会社アドプランツコーポレーション 

クラウドファンディングページ URL：https://readyfor.jp/projects/105707 

◎地域の資源「竹」を生かして、地域の自転車ツーリズムを活性化したい！ 

目標金額 ４０万円（最低実施金額 ３０万円） 

放置竹林の竹を活用したサイクルラックを開発・観光施設等へ設置することで、西山エリアの自転車ツーリズムを盛り上

げながら地域課題の解決を目指します。 

［実施者］大原野保勝会 

クラウドファンディングページ URL：https://readyfor.jp/projects/105710 

◎森林の魅力に癒されてほしい！ 

目標金額 ７３万円（最低実施金額 ４４万円） 

企業研修や修学旅行生を対象とした森林での研修プログラムの開発と実施を通じ、森林と関わりの薄い人々の癒しの

場の開拓を目指します 

［実施者］公益財団法人 京都市環境保全活動推進協会 

クラウドファンディングページ URL：https://readyfor.jp/projects/105711 



◎竹の新たな価値を確立し、大原野地域の放置竹林問題を解決したい！ 

目標金額 １００万円（最低実施金額 ６０万円 

大原野の放置竹林の竹を企業へ提供し、実証実験等を経て素材や商品としての竹の価値を確立させ、竹の循環利用

を目指します。 

［実施者］特定非営利活動法人 京都発・竹・流域環境ネット 

クラウドファンディングページ URL：https://readyfor.jp/projects/105708 

◎いくつになっても現役世代！福祉施設での木製品づくりで、そんな社会をつくりたい！ 

目標金額 ５０万円（最低実施金額 ４０万円） 

京都市立芸術大学と連携した新たな木製品を開発し、福祉施設利用者が製品づくりに携わることで、高齢者が生きが

いをもって暮らせる社会を目指します。 

［実施者］社会福祉法人京都福祉サービス協会高齢者福祉施設西院 

クラウドファンディングページ URL：https://readyfor.jp/projects/105712 

◎北山丸太の魅力を世界に発信したい！ 

目標金額 １００万円（最低実施金額 ５０万円） 

生産量の大幅減少により、危機的な状況にある北山丸太の伝統を守るため、北山丸太を使った新たなインテリア製品

の開発と海外展開を目指します。 

［実施者］株式会社デザインハウス風 

クラウドファンディングページ URL：https://readyfor.jp/projects/105709 

◎森の力で子どもたちの生き抜く力を育む 

目標金額 １００万円（最低実施金額 ３０万円） 

いじめ、不登校、ひきこもりを経験した児童生徒を対象に、森林の中での田舎暮らし体験を通じて「できる」を増やし、人

に教えることでの自信回復、生きる力を育成するプログラムの実施を目指します。 

［実施者］株式会社ほんまもん 

クラウドファンディングページ URL： https://readyfor.jp/projects/103973 

 

２ 「森林の応援団づくり事業」・ふるさと納税型クラウドファンディングについて 

「森林の応援団づくり事業」は、脱炭素社会やＳＤＧｓの実現等に寄与し、京都の豊かな森林と「木の文

化」を未来へと継承・発展させるため、市内の森林資源や森林空間の活用に貢献する事業者のプロジェク

トについて、ふるさと納税型クラウドファンディングの仕組みを用いて、その資金調達を支援（最大１００万円）

する取組です。 

ふるさと納税型クラウドファンディングは、地方自治体がプロジェクト実行者として、プロジェクトに共感い

ただいた方から寄付を募る仕組みです。寄付金額に応じて、寄付をいただいた方の所得税と住民税が軽

減（控除）されます。 

また、本社が市外の企業の方からの寄付については、企業版ふるさと納税として、寄付額の最大９割に

相当する法人関係税が軽減されます。 

 

 

［問い合わせ先］ 

京都市産業観光局 農林振興室 林業振興課 森林の応援団づくり担当 

住所：〒604－8571（郵送の場合は住所不要） 

電話：075-222-3346  

ファクス：075-221-1253 

メール：ringyosinko@city.kyoto.lg.jp 


